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岡田市長は、市議会3月定例会初日の２月25日に、令和２年度の
施政方針を表明しました。ここでは、７つの重点施策を抜粋して、
紹介します。全文は市ホームページで紹介しています。

「地域力」を高め

市民満足度の高い千曲市の

実現に向けて

方針施政

台
風
第
19
号
災
害

（
令
和
元
年
東

日
本
台
風
）
か
ら
の
復
旧

・
復
興

〇
復
旧

・
復
興
計
画
の
策
定

　
被
災
直
後
か
ら
被
災
者
の
「
生
活

再
建
支
援
」
や
商
工
業
者
、
農
業
者

の
「
経
営
再
建
」
に
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、災
害
か
ら
の
復
旧・

復
興
に
は
、
一
定
の
時
間
と
大
き
な

費
用
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
『
千
曲
市
「
復
旧
」
及
び
「
復
興
」

計
画
策
定
方
針
』
を
定
め
、
復
旧
計

画
を
３
月
末
、
復
興
計
画
を
秋
頃
を

目
途
に
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
防
災

・
減
災
対
策

　
信
濃
川
水
系
の
治
水
対
策
を
緊
急

に
進
め
る
た
め
「
信
濃
川
水
系
緊
急

治
水
対
策
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、「
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、「
千
曲
川
を
ど
の
よ
う
に
強
化

し
て
い
く
の
か
」
な
ど
を
、
国・県・

市
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確

に
し
、
対
策
を
実
行
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、「
千
曲
川
杭
瀬
下

水
位
観
測
所
」
に
お
け
る
氾
濫
危
険

水
位
で
あ
る
５
㍍
に
到
達
さ
せ
な
い

こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
国
、
県
に
対
し
て
河
道
掘
削

や
堤
防
の
嵩か

さ

上
げ
な
ど
を
、
早
期
に

実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
訓
練
の
強
化
、
地
域

防
災
計
画
や
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
公
共
施
設
の
復
旧

　
杭
瀬
下
保
育
園
は
応
急
工
事
が
完

了
し
、
仮
設
園
舎
の
建
設
、
耐
震
化

工
事
も
行
な
い
ま
す
。
雨
宮
保
育
園

は
、
令
和
４
年
４
月
の
開
園
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
被
害
が
大
き
か
っ
た
更
埴
文
化
会

館
は
、
復
旧
工
事
に
向
け
た
調
査
・

設
計
の
発
注
業
務
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
河
川
敷
内
の
都
市
公
園
は
、
災
害

査
定
が
終
了
し
た
た
め
、
復
旧
工
事

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
出
来
る
限
り
早
期
の
復

旧
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
地
球
温
暖
化
対
策

　
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
気
候
変

動
は
、
今
や
人
類
共
通
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
の
「
気
候
非
常
事
態
宣
言

－

２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
決
意

－

」
の
宣
言
や
市
議
会
の
「
気
候
非

常
事
態
に
関
す
る
決
議
（
案
）」
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、「
千
曲
市
気
候
非
常
事
態
宣

言
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
市
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
市
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
の
一
斉
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
台
風
災
害
を
踏
ま
え
、
治

水
対
策
や
水
資
源
の
活
用
に
も
有
効

な
、「
雨
水
貯
留
施
設
」
の
設
置
者

に
対
す
る
補
助
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。

産
業
の
振
興

〇
屋
代
地
区
の
大
規
模
開
発
事
業

　
こ
れ
ま
で
企
業
誘
致
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
開

発
の
課
題
解
決
と
事
業
化
に
向
け
た

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
農

地
規
制
の
除
外
は
「
農
村
産
業
法
」

の
適
応
を
受
け
、「
商
業
系
業
種
」

で
も
農
地
規
制
の
除
外
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
「
千
曲
市
実
施
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
開
発
に
伴
う
企
業
誘
致
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
整
備
は
、

市
道
「
一
重
山
二
号
線
」
を
４
車
線

道
路
と
し
て
整
備
に
着
手
す
る
な
ど

し
て
、
年
度
内
に
も
進
出
予
定
企
業

が
確
定
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

〇
雨
宮
産
業
団
地
造
成
事
業

　
「
ダ
イ
ワ
ハ
ウ
ス
工
業
」
が
造
成

工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
５
月
ま
で

に
完
了
す
る
計
画
で
し
た
が
、
台
風

の
被
害
を
受
け
て
、
完
了
時
期
が
遅

れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

と
し
ま
し
て
も
、
円
滑
に
事
業
が
推

進
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

〇
八
幡
東
産
業
団
地
造
成
事
業

　
大
手
企
業
か
ら
、
八
幡
地
籍
に
大

規
模
な
工
場
を
建
設
し
た
い
と
の
意

向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
雇
用
拡
大
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

全
県
の
防
災
拠
点
に
な
り
う
る
施
設

の
建
設
も
含
ま
れ
る
た
め
、
公
共
性

の
高
い
地
域
貢
献
が
期
待
で
き
ま
す
。

市
も
立
地
に
あ
た
り
、
用
地
取
得
な

ど
を
支
援
す
る
「
公
民
連
携
事
業
」

に
位
置
付
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

〇
市
内
企
業
な
ど
へ
の
支
援

　
使
い
勝
手
が
良
く
企
業
側
の
ニ
ー

ズ
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

26
年
度
に
創
設
し
た
「
設
備
投
資
特

別
資
金
」
の
運
用
期
間
を
延
長
し
て

企
業
側
の
資
金
調
達
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

教
育
の
充
実

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、

小
学
校
３
年
生
以
上
で
外
国
語
が
全

面
実
施
に
な
る
た
め
、
外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
３
人
体
制
で
外
国

語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
中
学
校
で
は
外
国
語
教
育

の
対
話
的
活
動
を
重
視
す
る
た
め
、

外
国
語
指
導
助
手
を
全
中
学
校
に
常

駐
配
置
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
学
校
へ
の
英
語
の
接

続
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
試
行
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

市
内
12
保
育
園
で
の
外
国
語
指
導
助

健
康

・
福
祉
施
策

〇
健
康
づ
く
り

　
特
定
健
診
で
は
、
心
電
図
検
査
を

全
員
に
実
施
し
、
脳
卒
中
・
循
環
器

病
の
予
防
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、歯
周
病
検
診
で
は
、妊
婦
、

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
に
加
え

20
歳
、30
歳
に
対
象
年
齢
を
拡
大
し
、

歯
周
疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
目
指
し
ま
す
。

〇
高
齢
者
福
祉

　
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
あ
る

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
機

能
強
化
で
は
、
相
談
件
数
が
増
え
て

い
る
更
埴
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
分
割
し
、
更
埴
川
東
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
４
月
か
ら
新
た
に
設

置
し
ま
す
。

市
民
と
共
に
歩
む
市
政

　

区
・
自
治
会
、
事
業
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
と
行
政
が
支
え
合
い
な
が
ら
、

課
題
解
決
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
事
業

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
卓
球
女
子
団
体
が

１
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
最
終
予
選

を
勝
ち
抜
き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
市
内
で
の

事
前
合
宿
で
は
、
心
を
込
め
た
お
も

て
な
し
で
歓
迎
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
参
加
意
識
を
市
民
全
員
が
共

有
し
、
心
を
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
意
義
深
い
事
業
で
あ
り
、
千

曲
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
け

る
よ
う
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

手
の
派
遣
事
業
を
、
本
格
的
に
導
入

し
、
英
語
の
歌
や
遊
び
な
ど
を
通
じ

て
園
児
が
英
語
に
親
し
め
る
環
境
を

充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

は
、「
地
域
力
」
の
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
協
働
事
業
提
案
制
度

や
第
３
次
地
域
づ
く
り
計
画
に
よ

り
、「
住
民
の
手
に
よ
り
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
と

行
政
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
多
様
な

団
体
が
協
働
す
る
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
よ
り
高
い
「
地
域
力
」
の
向
上

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
４

月
か
ら
専
任
の
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
ほ
か
、「
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
と
の
連

携
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
的
・
精
神
的
負
担
を

軽
減
す
る
子
育
て
支
援
や
育
児
と
仕

事
の
両
立
を
図
る
た
め
、
三
世
代
同

居
近
居
促
進
事
業
や
家
庭
・
児
童
相

談
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
事
業
を
充
実
さ
せ
「
子
育
て

が
し
や
す
い
ま
ち
千
曲
市
」
の
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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令和２年度

千曲市 の 当初 予算
■問い合わせ先　財政課（内線4154）

263億8,000万円一般会計

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

２
６
３
億
８
０
０
０
万
円
で
前
年
度
と

比
較
す
る
と
21
億
３
０
０
０
万
円
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風
の
復
旧
・
復
興
事
業
や
将
来

の
千
曲
市
の
た
め
に
必
要
な
事
業
に
予

算
を
重
点
配
分
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
個
人
住
民
税
や
固
定
資

産
税
の
増
加
、
法
人
住
民
税
の
法
人

税
の
税
率
改
定
に
よ
る
減
少
を
見
込

み
、
市
税
全
体
で
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

額
の
約
74
億
２
７
７
万
円
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
地
方
交
付
税
は
、
令
和
２

年
度
地
方
財
政
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、

２
億
２
０
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
財
源
不
足
分
は
財
政
調
整
基
金

か
ら
前
年
度
と
同
額
の
５
億
円
を
繰
り

入
れ
ま
す
。

　
歳
出
は
、
大
西
緑
地
公
園
や
更
埴
文

化
会
館
な
ど
の
災
害
復
旧
事
業
に
約

20
億
円
を
計
上
し
、
災
害
関
連
以
外
に

も
将
来
へ
の
投
資
と
な
る
屋
代
地
区
の

開
発
で
は
一
重
山
二
号
線
関
連
事
業
に

着
手
す
る
な
ど
進
出
企
業
の
確
定
に
向

け
て
事
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
支
援
事
業
や
福
祉
施
策
の
充
実
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
健
全
財
政

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

44万6,362円

（Ｒ２.1.1現在の推計人口5万9,100人で算出）

市民１人当たりに使われるお金は

民生費 14 万 2,206 円 土木費 ４万 9,018 円 公債費 ４万 8,005 円 総務費 ４万 7,577 円 教育費 ４万 1,405 円

災害復旧費 
３万 4,566 円

衛生費 ３万 113 円 消防費 １万 5,893 円
その他（議会費、
労 働 費 な ど）
4,865円

商工費 ２万 2,320 円 農林水産業費
　　　 １万 394 円

自
主
財
源
40
・
０
％

依
存
財
源
60
・
０
％

市税
74 億 277 万円

（28.1％）

諸収入 17 億 801 万円
（6.5％）

その他（手数料、寄附金など）
14 億 1,166 万円（5.4％）地方交付税

67 億 1,000 万円
（25.4％）

国庫・県支出金
44 億 5,846 万円

（16.9％）

市債
29 億 1,520 万円

（11.0％）

その他（地方譲与税、地方消費税交付金など）
17 億 7,390 万円（6.7％）

一 般 会計  歳 入一 般 会計  歳出

用語解説

〇特別会計

〇企業会計

〇地方交付税

〇市債
〇国庫支出金

〇公債費

特定の事業を行なうため、一般会計と
区別して経理する会計
独自の収入で運営し、独立して経理す
る会計
どの地域でも一定の行政サービスを提
供できるよう、国税の一部から交付す
るお金
市が借り入れたお金
市が行なう事業に対して、国・県から
支出される補助金などで使い道は限定
される
市が借り入れたお金の返済金

各会計歳出予算額一覧

（　）内は前年度予算からの増減
◆一般会計

　263 億 8,000 万円（8.8％増）
◆特別会計

　国民健康保険
　53 億 1,490 万円（1.6％減）
　同和対策
　92 万円（前年同）
　介護保険
　53 億 4,401 万円（1.9％増）
　後期高齢者医療
　8 億 4,463 万円（5.9％増）
◆企業会計

　下水道
　48 億 4,936 万円（0.7％増）
　水道
　2 億 3,329 万円（7.5％減）

災害関連予算

令和２年度災害関連事業費
　（主な事業）
　更埴文化会館
　上山田中央緑地公園
　大西緑地公園
　児童福祉施設
　（杭瀬下・雨宮保育園）
＊令和元年度災害関連事業費

20 億 4,287 万円

7 億 2,940 万円
6 億 3,000 万円
3 億 7,000 万円

2 億 5,140 万円
58 億 8,676 万円

民生費
84 億 436 万円

（31.9％）

総務費
28 億 1,180 万円

（10.7％）

教育費
24 億 4,701 万円

（9.3％） 土木費
28 億 9,699 万円

（11.0％）

衛生費
17 億 7,969 万円

（6.7％）

商工費
13 億 1,911 万円

（5.0％）

　公債費
28 億 3,711 万円

（10.7％）

消防費　
9 億 3,927 万円

（3.6％）

農林水産業費
6 億 1,427 万円

（2.3％）

災害復旧費
20 億 4,287 万円

（7.7％）

その他（議会費、労働費など）
2 億 8,752 万円（1.1％）＊令和２年度当初予算の詳細は市

　ホームページをご覧ください。

内訳は！

０ H28 H29 H30 R1 R2

320

300

280

260

240

億円

一般会計当初予算の推移 （過去 5 年間）

273.1
263.8

242.5

313.7

243.4

年度
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子育て関連事業
重点施策である子育て支援事業 全 93 事業（市単独事業 49 事業、補助
事業 44 事業） のうち主な事業を掲載します。

新規 ・ 拡充事業
一般会計予算の新しい事業や拡充した事業の一部を紹介します。

事業名 事業内容 予算額

子育て世代包括
支援センター事
業

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のな
い支援を実施するため、関係機関と連携
した専門的な相談や情報提供などを実施
します。

726万円

ファミリー・サ
ポートセンター
事業

保育などの援助を受けたい人及び援助を
提供したい人が会員になり、相互援助に
関する連絡調整を行ないます。

255万円

マタニティータ
クシー利用料金
助成事業

妊婦がタクシーで外出をする際の交通費
の一部を助成することにより、妊娠期の
母体への負担を軽減し、妊婦の生活と出
産を支援します。

69万円

放課後児童健全
育成事業

保護者が就労などの理由により昼間不在
の間、適切な遊びや生活の場を提供し、
児童の健全育成を図ります。

1億868万円

延長保育事業

市内公立・私立保育園などでは、最大で
午前７時から午後７時まで延長保育を行
ないます。また、私立保育園などにはそ
の経費の一部に対して補助を実施し、子
育て世帯に必要な保育の確保を図りま
す。

1,388万円

ブックスター
ト・セカンドブ
ック事業

7か月児には絵本、小学1年生には秋の読
書週間の際に本をプレゼントし、家庭内
での親子の触れ合い、また読書の楽しさ
を知るきっかけを作ります。

92万円

放課後子ども総
合プラン推進事
業

学校外の時間で、子どもの居場所作りや
体験活動などを充実させることで、地域
で子どもを育てる環境を整備します。

112万円

母子家庭自立支
援教育訓練給付
事業

経済的な自立に向け、就職に必要な資格
などを取得するための経費を支援しま
す。

818万円

心身障害児母子
通園訓練事業

（あすなろ園）

心身の未発達児が母と通園し機能回復な
どの訓練をし、障がいに対する正しい接
し方の会得をもって精神と家庭生活の安
定を図ります。

746万円

発達障害児子育
て支援事業

一時的に介護を受けられない在宅の軽度
発達障がい児を、社会福祉施設などで介
護を行なうことにより、児童・家庭の生
活を支援します。

20万円

子育て応援アプリ運用
事業　　　　　　26万円

結婚、妊娠、出産、子育てな
ど、市などが実施する子育て
支援関連事業などについて情
報を発信します。

子どもの居場所づくり
事業　　　　　210万円

幅広い世帯の子どもに対し、
学習支援や孤食の解消のため
の食事の提供を行なうこと
で、子どもの居場所づくりに
寄与します。

病児病後児保育事業
　　　　　　　761万円

病気や怪
け が

我の治療中または回
復期にある子どもを預かり、
保護者の就労などをサポート
します。

区分 事業名 事業内容 予算額

新規 防犯灯 LED 化事
業

市内の防犯灯を LED 化することによ
り、CO2の排出、電気料や修繕料など
の削減を図ります。（令和12年度まで
の債務負担行為　限度額２億5,000万
円）

100万円

新規 雨水貯留施設設
置補助金事業

雨水貯留施設設置者に対して補助する
ことにより、水資源の有効活用や治水
対策を図ります。（9ページ参照）

50万円

新規
コンテンツマネ
ジメントシステ
ム導入事業（市ホ
ームページ更新）

ICT に対応したシステムの導入により
高齢者や障がい者への配慮、スマート
フォンなどでの閲覧性の向上、災害・
緊急時の迅速かつ持続的な対応を行な
います。

169万円

新規
市議会 ICT 推進
事業（ペーパーレ
ス会議システム
導入・運用事業）

議案・委員会資料などのデータをペ
ーパーレス会議システムに登録し、タ
ブレット端末で参照することにより、
紙・印刷代の経費節減や事務の効率化
を図ります。

200万円

新規 人材育成事業

市民と行政による協働のまちづくりを
進めていくために必要な地域を担うリ
ーダーなど次世代の人材育成事業を実
施し、市民・行政ともに必要な能力向
上へつなげます。

87万円

新規
市道新設改良事
業（国庫補助）

（一重山２号線道
路整備事業）

市の新たな玄関口として計画している
広域交流拠点内の大型商業施設、工場
施設などを結ぶ道路の整備を行ないま
す。

1億円

新規
企業立地推進事
業（八幡東産業団
地）

地域課題に貢献する企業を公民連携事
業として支援するため、約9.5ha の開
発を地域未来投資促進法を活用して土
地利用計画を策定します。

110万円

新規
都市計画策定事
業（戸倉体育館周
辺活用方針策定
委託料）

戸倉体育館周辺地域の活用方法につい
ての方針を定めることにより、今後の
都市計画事業への活用を図ります。

300万円

拡充 被災者支援シス
テム構築事業

被災者台帳、罹
り さ い

災証明の発行、義援金・
支援物資の交付、仮設住宅の管理など
を全庁で共有するためのシステムを導
入し、被災者に対する的確な生活再建
支援を図ります。

132万円

拡充 歯周疾患検診助
成事業

これまで妊婦、満40・50・60・70歳
になる人が対象だった歯周疾患検診の
補助を、満20・30歳になる人にも拡大
することで歯周疾患の早期発見と予防
意識の向上につなげます。

28万円

拡充 外国語指導助手
招致事業費

英語教育の充実を図るため、外国語指
導助手を１人増員（小学校３人、中学校
４人）し、併せて保育園への派遣回数も
増やします。

2,639万円

防災ガイドブック更新
事業（拡充）　
　　　　　　　1,100万円

防災ガイドブックの全面改訂
により、市民への啓発と災害
意識の向上を目指します。

インフルエンザ予防接種
助成事業（拡充）　
　　　　　　　　　150万円

中学生、高校生が対象だった
インフルエンザの予防接種費
用の補助を小学生まで拡充
し、インフルエンザの蔓

ま ん え ん

延、
重症化を防ぎます。

東京オリンピック ・ パラ
リンピックホストタウン事
業（拡充）　1,250万円

ハンガリー卓球選手の事前合
宿の受け入れや、ハンガリー
文化に親しんでもらうための
イベントなどを実施します。
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令和元年東日本台風災害に伴う掲示板

本ページに掲載されていない支援制度や相談窓口などは、市ホームページをご覧
ください。

　
水
資
源
の
有
効
活
用
と
治
水
対
策

の
一
環
と
し
て
、
雨
水
貯
留
施
設
の

設
置
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

■
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
し
市

　
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
市
内
に

　
建
築
物
を
所
有
、
ま
た
は
占
有
し

　
て
い
る
人

■
条
件
な
ど

〇
雨
ど
い
に
接
続
し
、
建
築
物
の
屋

　
根
の
雨
水
を
貯
留
さ
せ
る
た
め
の

　
構
造
を
も
っ
た
１
０
０
㍑
以
上
の

　
新
た
に
設
置
す
る
施
設
で
、
架
台

　
な
ど
で
固
定
ま
た
は
地
下
埋
設
さ

　
れ
て
い
る
こ
と

〇
必
ず
事
前
に
申
請
を
行
な
い
、
交

　

付
決
定
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
、

　
購
入
・
設
置
を
行
な
う
こ
と

〇
補
助
金
の
交
付
は
、
１
建
築
物
に

　
つ
き
１
基
を
限
度
と
す
る

■
対
象
経
費　
雨
水
貯
留
施
設
の
設

　
置
に
要
す
る
経
費
（
購
入
費
、
設

　
置
工
事
費
）

■
申
請

・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

　
（
内
線
２
２
０
２
）

貯留施設の容量 補助率・限度額

100Ｌ以上
500Ｌ未満

対象経費の2/3（千円未満切り捨て）
限度額２万5,000円

500Ｌ以上
1,000Ｌ未満

対象経費の2/3（千円未満切り捨て）
限度額５万円

1,000Ｌ以上 対象経費の2/3（千円未満切り捨て）
限度額10万円

補助率 ・ 限度額▲

旧
更
埴
庁
舎
環
境
課
に
設
置
し
た

　
雨
水
貯
留
タ
ン
ク（
モ
デ
ル
施
設
）

雨
水
貯
留
施
設
設
置
者
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
者
が
増
加
し
、
国
内
の
複
数
地

域
で
感
染
経
路
が
明
ら
か
で
は
な
い

感
染
例
が
報
告
さ
れ
、
長
野
県
内
で

も
感
染
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、小
規
模
な
患
者
の
集
団（
ク

ラ
ス
タ
ー
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
内
で
の
感
染
の
拡
大
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
集
団
感
染
の

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
集
団
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に

〇
換
気
が
悪
く
、
人
が
密
に
集
ま
っ

　
て
過
ご
す
よ
う
な
空
間
に
集
団
で

　
集
ま
る
こ
と
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

〇
行
事
や
会
議
な
ど
を
開
催
す
る
人

　
は
、
風
通
し
の
悪
い
空
間
や
、
人

　
が
至
近
距
離
で
会
話
す
る
環
境
は
、

　

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
か
ら
、

　
そ
の
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
そ
の
開
催
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

　
討
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
開
催

　
す
る
場
合
は
、
風
通
し
の
悪
い
空

　

間
を
な
る
べ
く
作
ら
な
い
な
ど
、

　
そ
の
実
施
方
法
を
工
夫
し
て
く
だ

　
さ
い
。

＊
行
事
な
ど
を
開
催
す
る
場
合
の
予

　
防
策
は
、
今
後
感
染
者
の
発
生
状

　
況
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が　

　

 

疑
わ
れ
る
場
合
の
相
談
窓
口

〇
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
（
℡
０
２

　
６

－

２
２
５

－

９
０
３
９
、
24
時

　
間
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
相

　

 

談
窓
口

〇
厚
生
労
働
省
（
℡
０
１
２
０

－

５

　
６
５
６
５
３
、
午
前
９
時
～
午
後

　
９
時
）

〇
長
野
県
保
健
・
疾
病
対
策
課
（
℡

　
０
２
６

－

２
３
５

－

７
２
７
７
・ 

　

０
２
６

－

２
３
５

－

７
２
７
８
、

　
24
時
間
）

〇
千
曲
市
健
康
推
進
課
（
内
線
２
１

　

１
２
、
平
日 

午
前
８
時
30
分
～ 

　
午
後
５
時
15
分
）

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に 

　
関
す
る
最
新
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推
進
課
（

　
内
線
２
１
１
２
）

各
種
証
明
書
交
付
手
数
料
の
免
除
期
間

を
延
長
し
ま
す

　
罹
災
（
届
出
）
証
明
書
の
交
付
を

受
け
た
人
が
、
被
災
し
た
こ
と
に
伴

う
各
種
手
続
き
に
使
用
す
る
場
合
の

証
明
書
交
付
な
ど
の
手
数
料
免
除
期

間
を
延
長
し
ま
す
。

■
延
長
後
の
免
除
期
間　
12
月
25
日　

　
（
金
）
ま
で

＊
対
象
の
証
明
書
の
種
類
・
持
ち
物

　
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

　
る
か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
（
内
線

　
１
２
１
６
）

床
下
浸
水

・
風
害
で
被
災
し
た
人
に
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
よ

り
、
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
人

に
災
害
見
舞
金
と
義
援
金
を
支
給
し

ま
す
。
罹
災
証
明
書
を
申
請
済
の
人

へ
は
、
振
込
届
出
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
罹
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人
は
危
機
管
理
防
災
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯　
住
家
（
借
家
・
ア
パ

　
ー
ト
含
む
）
が
床
下
浸
水
・
風
害

　
の
世
帯
で
罹
災
内
容
が
一
部
損
壊

　
（
10
％
未
満
（
床
下
・
風
害
））
の

　
世
帯

■
見
舞
金
の
額　
２
万
円

■
市
義
援
金
の
額　
１
万
円

■
申
請
期
限　
11
月
11
日
（
水
）

■
持
ち
物　
（
世
帯
主
名
義
の
）
振

　
込
先
通
帳
の
写
し
、
印
鑑

■
申
請

・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課

　
（
内
線
１
２
６
５
）

●
罹
災
証
明
書
の
申
請

■
持
ち
物　
被
害
状
況
の
わ
か
る
写

　
真
、
印
鑑
、
身
分
証
明
書
（
免
許

　
証
な
ど
）

■
申
請

・
問
い
合
わ
せ
先　
危
機
管

　
理
防
災
課
（
内
線
４
１
６
１
）

国
民
健
康
保
険

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
負
担
金
を
一
部
免
除
し
ま
す

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
よ

り
、
被
災
し
た
人
が
医
療
機
関
で
一

部
負
担
金
の
免
除
を
受
け
る
場
合
、

４
月
１
日
か
ら
免
除
証
明
書
の
提
示

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
免
除
期
間　
４
月
１
日
（
水
）
～

　
９
月
30
日
（
水
）

■
対
象
者　
千
曲
市
国
民
健
康
保
険

　
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

　
加
入
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

　
当
す
る
人

〇
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
、
床
上

　
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災

　
を
し
た
人

〇
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た

　
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
人

〇
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
不

　
明
で
あ
る
人

〇
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃

　
止
、
ま
た
は
休
止
し
た
人

〇
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、

　
現
在
収
入
が
な
い
人

■
持
ち
物　
罹り

さ

い災
証
明
書
な
ど
事
由

　
が
確
認
で
き
る
も
の
、
印
鑑

●
免
除
証
明
書
の
提
示
を
せ
ず
一
部

　

 

負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
後

　

 

日
還
付
が
で
き
ま
す

■
持
ち
物　
免
除
証
明
書
、領
収
書
、 

　
印
鑑
、
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

■
申
請

・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推

　
進
課
（
内
線
１
２
３
６
）

市
災
害
義
援
金
の
受
付
を
延
長
し
ま
す

　
市
災
害
義
援
金
の
受
付
期
間
を
令

和
３
年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で
延
長

し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
会
計
課
（
内
線

　
１
１
０
２
）

金融機関 口座番号
八十二銀行
屋代支店

普通
654820

郵便局
ゆうちょ銀行

00170-8-
266083

長野信用金庫 
屋代支店

普通
0447251

長野県労働金庫
更埴支店

普通
4026301

受付金融機関など

新型コロナウイルス感染症などの影響で、 市報に掲載しているイベントや講座などの

開催内容が中止 ・ 変更になる場合があります。

最新の情報は、 直接問い合わせるか市ホームページ 「新型コロナウイルス関連情報」

をご確認ください。

！
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下
水
道
へ
の
接
続
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

昨
年
度
の
公
共
下
水
道
工
事
は

順
調
に
進
み
、４
月
以
降
、
新
た

に
約
１
㌶
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
、

下
水
道
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の
公
共
下

水
道
供
用
面
積
は
約
２
０
６
０
㌶

と
な
り
、
全
体
計
画
の
93 

・
６
％

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。公

共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地

区
は「
供
用
開
始
区
域
」と
な
り
、

下
水
道
の
接
続
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
下
水
道
法
に
よ
り
、
供
用
開

始
区
域
内
に
あ
る
家
庭
や
事
業
所

は
、３
年
以
内
に
下
水
道
に
接
続

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
左
記

異物の例 理由

水に溶けない紙類や
衛生用品など

ティッシュペーパーやウェットティッシュ、衛生
用品（生理用品や医療用ゴム手袋など）は水に溶
けず、下水道管の詰まりの原因となるため

布類 雑巾、タオル、ハンカチ、衣類などが下水道管や
下水道処理施設の機器に詰まってしまうため

油類 てんぷら油などは油が固まって下水道管が詰ま
り、下水処理に悪影響を与えるため

野菜くずや生ゴミな
ど

下水道管の詰まりの原因となり、下水処理にも悪
影響を与えるため（堆肥化するか水分をよく切っ
て燃えるゴミとして出してください）

ガソリン・灯油など
の可燃物や薬品など 爆発や下水道管の破損のおそれがあるため

下
水
道
に
異
物
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

最
近
、
下
水
道
に
異
物
が
流
れ
込

み
、
下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
下
水
道

処
理
施
設
の
機
器
の
故
障
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

左
表
に
示
し
た
も
の
は
、
絶
対
に

下
水
道
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

（
内
線
３
２
３
３
）

の
手
順
に
よ
り
、
各
家
庭
・
事
業
所

内
に
排
水
管
や
汚
水
ま
す
な
ど
の
排

水
設
備
を
設
置
し
、
下
水
道
へ
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
・
利

子
補
給
制
度
の
活
用
を

■
対
象
者

○
下
水
道
の
接
続
工
事
を
す
る
人

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

■
融
資
あ
っ
せ
ん
の
内
容

〇
１
世
帯　
20
万
円
～
80
万
円

〇
利
子
補
給　
利
子
の
半
額（
２
％

を
限
度
）を
補
助
し
ま
す
。

悪
徳
業
者
に
注
意
を

個
々
の
家
を
回
り
、
市
か
ら
依
頼

さ
れ
た
か
の
よ
う
な
説
明
を
し

て
、
宅
内
排
水
設
備
工
事
や
敷
地

内
の
下
水
道
管
の
掃
除
な
ど
の
営

業
を
し
て
い
る
業
者
が
い
ま
す
。

市
で
は
、
業
者
に
そ
の
よ
う
な
依

頼
を
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
訪
問
に
よ
り
契
約
し
た
接
続
工

事
な
ど
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

（
内
線
３
２
３
３
）

　

①工事店の決定
　市が指定した下水道排水設

備指定工事店の中から工事
店を決めます。下水道排水設
備指定工事店は、上下水道課
または市ホームページで確
認してください。

②設計・見積書を確認　
　工事店から出された設計・

見積書の内容をよく確認の
うえ、市に計画確認申請書を
提出します。

③工事の開始
　市から計画確認書が届いた

ら、工事を開始できます。計
画確認書は大切に保管して
ください。

④工事の完了・使用開始
　工事が終わったら、５日以内

に工事店は市に工事完了届を
提出します。市が検査を行な
い、問題がなければ検査済証
を交付します。公共下水道使
用開始届を市に提出し、使用
を開始してください。

下水道への

接続から開始まで

千
曲
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
会
員
が

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
初
心
者
も
大

歓
迎
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
方
法　
受
講
料
を
添
え
て
、

申
込
期
限（
下
表
参
照
）ま
で
に

こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲
か
戸
倉

体
育
館
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
先
着
順
で
す
。
受
講
料
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
が
含
ま
れ
ま

す
。

＊
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
は
各

自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
各
教
室
の
日
程（
予
定
）は
、施
設

の
状
況
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
の
予
防
の
た
め
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
戸
倉
体
育
館
内
、
℡
０
２
６

－

２
７
６

－
１
７
３
１
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

スポーツ教室の日程 （予定）

教室名 期間・回数 曜日・時間 会場 対象 定員 受講料 申込期限

更埴ミニバ
スケットボ
ール教室

5/9～7/2・
20回

〇火・木曜日
午後6時～8時
〇土曜日
午後1時～3時

東部体育館 小学校3年生
～6年生 40人 1,500円 4/24（金）

親子ジュニ
アソフトテ
ニス教室

5/10～11/15・
20回

日曜日・祝日
午前9時～11時

更埴テニス
コート

（稲荷山）

小学校4年生
～6年生、保
護者

20人
 1,500円

（小学生）
 2,500円

（保護者）
4/24（金）

初級ソフト
テニス教室

5/22～7/24・
10回

金曜日
午後7時～9時

更埴テニス
コート

（稲荷山）
中学生～一般 20人

1,500円
（中学生）

2,500円
（高校生以上）

4/24（金）

更埴ジュニ
アバレーボ
ール教室

6/20～1/9・
20回

土曜日
午後5時～7時 東部体育館 小学校3年生

～6年生 20人 1,500円 4/24（金）

更埴陸上教
室 4/10～・20回

月・金曜日
午後6時～
7時30分

治田小学校 小学校3年生
～6年生 なし 1,500円 4/8（水）

戸倉上山田
ジュニア陸
上教室

5月～・20回 土・日曜日
午前8時～正午

戸倉上山田
中学校グラ
ウンド

小学校3年生
～中学生 なし 1,500円 4/24（金）

テニス教室 5/9～7/4・
8回

土曜日
午前9時～11時

更埴テニス
コート

（稲荷山）
小学生～一般 20人

1,500円
（中学生以下）

2,500円
（高校生以上）

4/24（金）

弓道教室 5/13～10/7・
20回

水曜日
午後7時30分～
9時

千曲市弓道
場（稲荷山）中学生～一般 20人

1,500円
（中学生）

2,500円
（高校生以上）

4/24（金）

合気道教室 5/22～7/24・
10回

金曜日
午後7時30分～
9時30分

戸倉体育館
柔道場 高校生～一般 10人 2,500円 5/15（金）

ラージボー
ル卓球教室

5/12～10/6・
15回

火曜日
午後1時30分～
3時30分

ことぶきア
リーナ千曲
剣道場

一般 20人 2,500円 4/24（金）

市民バドミ
ントン教室

5/12～7/14・
10回

火曜日
午後7時30分～
9時30分

ことぶきア
リーナ千曲 一般 20人 2,500円 4/24（金）

新型コロナウイルス感染症などの影響で、 市報に掲載しているイベントや講座などの

開催内容が中止 ・ 変更になる場合があります。

最新の情報は、 直接問い合わせるか市ホームページ 「新型コロナウイルス関連情報」

をご確認ください。

！
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国
民
年
金
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
物
価
や
賃
金
の
動
向
な
ど
を
反
映

し
て
、
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
前
年
度
よ
り
月
額
１
３
０
円
増
の

１
万
６
５
４
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
料
の
改
定
は
、
年
金
を
支
え

る
資
金
と
給
付
額
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
た
め
に
、
毎
年
の
賃
金
や
物
価

の
変
動
を
勘
案
し
て
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

●
便
利
で
お
得
！ 

口
座
振
替

　
口
座
振
替
は
、
現
金
納
付
に
比
べ

て
保
険
料
の
割
引
額
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
令
和
２・
３
年
度
保
険
料

の
２
年
前
納
、
令
和
２
年
度
の
前
期

分
（
４
月
～
９
月
）
と
１
年
分
の
前

納
は
、
申
込
期
日
を
過
ぎ
て
い
ま
す

が
、
後
期
分
（
10
月
～
令
和
３
年
３

月
）
は
、
８
月
中
旬
ま
で
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
も
で
き
ま
す
。

（
前
納
割
引
額
は
現
金
納
付
と
同
額
）

■
問
い
合
わ
せ
先

○
長
野
南
年
金
事
務
所
（
℡
０
２
６

　

－

２
２
７

－

１
２
８
４
）

○
市
民
課
（
内
線
１
２
１
３
）

納入方法 １か月分 ６か月分 １年分
保険料 割引額 保険料 割引額 保険料 割引額

毎月現金納付・翌月末日
振替の口座振替 １万6,540円 － ９万9,240円 － 19万8,480円 －
当月末日振替の口座振替

（早割） １万6,490円 50円 ９万8,940円 　300円 19万7,880円 　600円

６か月前納 口座振替 － － ９万8,110円 1,130円 19万6,220円 2,260円
現金納付 － － ９万8,430円 　810円 19万6,860円 1,620円

１年前納 口座振替 － － － － 19万4,320円 4,160円
現金納付 － － － － 19万4,960円 3,520円

国民年金保険料 納入早見表

＊2年前納は口座振替38万1,960円（1万5,840円割引）、現金納付38万3,210円（1万4,590円割引）です。

４
月
20
日
か
ら
循
環
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
を
行
な
い
ま
す

　
運
行
の
効
率
化
や
運
転
手
不
足
へ

の
対
応
を
す
る
た
め
「
千
曲
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
に
の
っ
と

り
、
循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
と
時
刻
の

改
正
を
実
施
し
ま
す
。

　
東
西
線
（
か
む
り
き
号
）
は
、
深

刻
な
運
転
手
不
足
や
利
用
状
況
な
ど

か
ら
や
む
な
く
廃
止
と
な
り
ま
す
。　

他
の
路
線
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
値
下

げ
、
循
環
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
と
の
乗

継
ぎ
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
い
時
刻
表
は
、
折
り
込
み
の

「
循
環
バ
ス
時
刻
表
」
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
主
な
改
正
点

〇
大
循
環
線
の
一
部
が
「
鋳
物
師
屋

　
南
」
を
経
由
し
ま
す

〇
東
部
線
の
ル
ー
ト
が
変
更
に
な
り

　
ま
す

〇
東
西
線
は
廃
止
に
な
り
ま
す

〇
姨
捨
線
の
一
部
が
千
曲
市
役
所
で

　
乗
り
換
え
に
な
り
ま
す

〇
五
加
戸
倉
線
が
寂
蒔
地
区
を
経
由

　
し
ま
す

〇
上
山
田
線
の
ル
ー
ト
が
変
更
に
な

　
り
ま
す

〇
消
防
署
前
、
千
曲
警
察
署
、
千
曲

　
郵
便
局
前
、
西
船
山
通
り
の
バ
ス

　
停
が
デ
マ
ン
ド
専
用
に
な
り
ま
す

〇
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

　
用
料
金
が
３
０
０
円
に
な
り
ま
す

　
（
現
行
４
０
０
円
）

〇
循
環
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

　
ク
シ
ー
を
乗
り
継
ぐ
場
合
、
運
賃

　
が
１
０
０
円
割
引
に
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
安
全
課　

　
（
内
線
２
２
５
１
）

▲

大
循
環
線
東
回
り
の
循
環
バ
ス

大
人
の
風
し
ん
抗
体
検
査
を受

け
て
く
だ
さ
い

　
現
在
流
行
し
て
い
る
風
し
ん
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
特
に
抗
体
保

有
率
が
低
い
世
代
を
対
象
に
、
風
し

ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
風
し
ん
は
、
発
熱
、
発
疹
や
リ
ン

パ
節
の
腫
れ
を
主
な
症
状
と
す
る
感

染
症
で
す
。
感
染
力
が
強
く
、
飛ひ

ま

つ沫

感
染
に
よ
り
人
か
ら
人
へ
感
染
し
ま

す
。
成
人
は
子
ど
も
よ
り
重
症
化
す

る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
妊
娠
初
期

（
20
週
以
前
）
の
妊
婦
が
感
染
す
る

と
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
子
ど

も
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
予
防
は
、
予
防
接
種
以

外
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者　

　
市
内
在
住
で
、
昭
和
37
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
男
性　

＊
す
で
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
、

　
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
受
け
て  

　
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

①
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
47
年

　

 

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

＊
４
月
以
降
に
ク
ー
ポ
ン
と
通
知
を

　
送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
２
０

　
２
１
年
（
令
和
３
年
）
３
月
ま
で

　
で
す
。

②
昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年

　

 

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

＊
昨
年
送
付
し
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
の

　
有
効
期
限
が
２
０
２
１
年
（
令
和

　
３
年
）
３
月
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

　
た
。
詳
細
は
、
３
月
下
旬
に
送
付

　
し
た
ハ
ガ
キ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

　
い
。

■
実
施
方
法

　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
通
知
内
容
を
確
認

　
の
う
え
抗
体
検
査
を
受
け
て
く
だ

　
さ
い
。
抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体

　
が
な
し
と
い
う
結
果
が
で
た
場
合

　
は
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

　
い
。
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
は
無

　
料
で
す
。

＊
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

　
人
、
風
し
ん
予
防
接
種
を
し
た
記

　
録
が
あ
る
人
、
平
成
26
年
４
月
以

　
降
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し

　
た
結
果
、
十
分
な
抗
体
が
あ
る
こ

　
と
が
判
明
し
て
い
る
人
は
今
回
の

　
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
は
不
要
で

　
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推
進
課　

　
（
内
線
２
１
１
３
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
な

う
と
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど

の
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。対
象
者
へ
は
、

４
月
上
旬
に
個
別
通
知
ま
た
は
ハ
ガ

キ
を
発
送
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
定
期
接
種
の
対
象
と
な

る
人
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■
接
種
期
間　
４
月
１
日
（
水
）
～

　
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
接
種
費
用　
２
０
０
０
円

＊
定
期
接
種
で
き
る
の
は
、
生
涯
１

　
回
限
り
で
す
。

＊
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
誤
え
ん
に
よ
る

　
肺
炎
は
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
で
は
予

　
防
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推
進
課　

　
（
内
線
２
１
１
３
）

対象者 送付物 持ち物 接種方法
60歳以上65歳未満で、心臓・
腎臓・呼吸器の機能またはヒ
ト免疫不全ウイルスによる免
疫機能に障がいを有する人

通知・
予診票

予診票・
保険証・
接種費用

同 封 の 実
施 医 療 機
関 に 予 約
のうえ、個
別に接種65歳 昭和30年4月2日生～

昭和31年4月1日生の人

70歳 昭和25年4月2日生～
昭和26年4月1日生の人

ハガキ

健 康 推 進
課で、予診
票 の 交 付
を 受 け た
のち、交付
時 に 渡 す
実 施 医 療
機 関 に 予
約のうえ、
個別接種

75歳 昭和20年4月2日生～
昭和21年4月1日生の人

80歳 昭和15年4月2日生～
昭和16年4月1日生の人

85歳 昭和10年4月2日生～
昭和11年4月1日生の人

90歳 昭和5年4月2日生～
昭和6年4月1日生の人

95歳 大正14年4月2日生～
大正15年4月1日生の人

100歳 大正9年4月2日生～
大正10年4月1日生の人

接種対象者 ・ 送付物など

＊過去に、高齢者肺炎球菌ワクチン（自費接種を含む）を接種した
　ことのある人は対象外

新型コロナウイルス感染症などの影響で、 市報に掲載しているイベントや講座などの

開催内容が中止 ・ 変更になる場合があります。

最新の情報は、 直接問い合わせるか市ホームページ 「新型コロナウイルス関連情報」

をご確認ください。

！
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期日 時　間 会　場

４
月
7
日（
火
）

9:10～9:20 大田原公民館
9:40～9:50 中原公民館

10:00～10:10 稲荷山西区分館（旧佐野公民館）
10:25～10:35 小坂公民館
10:45～10:55 元町公民館
11:05～11:15 稲荷山中町ねむのき公園

４
月
12
日（
日
）

9:00～9:20 五加児童館
9:40～10:00 更級小学校駐車場
10:15～10:35 旧戸倉庁舎駐車場

10:50～11:10 歴史文化財センター上山田分室
（旧上山田庁舎）

11:20～11:30 上山田農業者トレーニングセンター

４
月
14
日（
火
）

9:10～9:20 御麓集会所
9:30～9:40 羽尾第5区公民館
9:50～10:00 羽尾第4区公民館
10:10～10:20 更級小学校駐車場
10:30～10:40 芝原公民館
10:50～11:00 黒彦公民館
11:10～11:20 若宮公民館

４
月
16
日（
木
）

9:10～9:20 大池公民館
9:35～9:45 姨捨観光会館
9:55～10:05 代公民館
10:15～10:25 八幡上町公民館
10:35～10:45 峯公民館
10:55～11:05 郡公民館

４
月
23
日（
木
）

9:00～9:10 小船山公民館
9:20～9:30 五加児童館
9:40～9:50 上徳間公民館

10:00～10:10 柏王公民館
10:20～10:30 戸倉中町公民館
10:40～10:50 福井公民館
11:00～11:10 戸倉体育館駐車場
11:20～11:30 旧戸倉庁舎駐車場

期日 時　間 会　場

５
月
12
日（
火
）

9:10～9:20 あんずの里観光会館
9:30～9:40 中村農村センター
9:50～10:00 倉科コミュニティーセンター
10:10～10:20 生萱公園駐車場
10:30～10:40 土口公民館
10:50～11:00 雨宮会館（旧 JA ちくま）

５
月
15
日（
金
）

9:10～9:20 三本木公民館
9:30～9:40 力石支 ( 公民 ) 館
9:50～10:00 新山記念館
10:10～10:20 漆原集落センター
10:30～10:40 八坂公民館
10:50～11:00 城腰公民館

11:10～11:20 歴史文化財センター上山田分室
（旧上山田庁舎）

５
月
19
日（
火
）

9:00～9:10 打沢会館
9:20～9:30 寂蒔公民館駐車場
9:40～9:50 鋳物師屋公民館

10:05～10:15 屋代公民館
10:25～10:35 屋代第５区民館
10:45～10:55 屋代第６区公民館

５
月
22
日（
金
）

9:00～9:10 桜堂公民館
9:20～9:30 杭瀬下公民館
9:40～9:50 歴史文化財センター

10:00～10:10 中公民館
10:25～10:35 八幡公民館
10:45～10:55 北堀団地内公園
11:05～11:15 志川コミュニティーセンター

５
月
31
日（
日
）

9:00～9:10 あんずの里観光会館
9:20～9:30 雨宮会館（旧 JA ちくま）
9:40～9:55 屋代公民館

10:10～10:25 旧更埴庁舎第４駐車場
10:40～10:55 稲荷山公民館
11:05～11:15 桑原地区農業研修センター
11:25～11:35 八幡公民館

　
狂
犬
病
予
防
法
で
、
生
後
91
日
以

上
経
過
し
た
犬
は
、
生
涯
１
回
の
飼

い
犬
登
録
と
年
に
１
度
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
飼
い
主
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
し
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

●
登
録
し
て
い
る
人

　
３
月
下
旬
に
郵
送
し
た
「
予
防
注

射
の
お
知
ら
せ
」
の
ハ
ガ
キ
と
料
金

を
持
参
の
う
え
、
注
射
を
う
け
て
く

だ
さ
い
。

犬
を
飼
う
際
の
注
意
点

〇
犬
の
糞
に
よ
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

　
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の
と
き
は

■
料
金　
３
６
０
０
円
（
予
防
注
射

　
料
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
）

●
新
し
く
犬
を
飼
い
は
じ
め
た
人
と　

　

 

未
登
録
の
人

　
料
金
を
持
参
の
う
え
登
録
や
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
料
金　
６
６
０
０
円
（
登
録
手
数

　
料
、
予
防
注
射
料
、
注
射
済
票
交

　
付
手
数
料
）

＊
市
外
の
動
物
病
院
で
注
射
を
し
た

　
場
合
は
、獣
医
師
が
発
行
す
る「
狂

　
犬
病
予
防
注
射
済
証
」
と
、
交
付

　
手
数
料
金
５
５
０
円
を
持
参
の
う

　
え
、
環
境
課
で
登
録
・
注
射
済
票

　
交
付
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

＊
犬
を
新
し
く
飼
っ
た
人
は
、
す
で

　
に
登
録
が
さ
れ
て
い
る
か
購
入
先

　
な
ど
に
確
認
の
う
え
手
続
き
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
袋
を
持
参
し
、
飼
い
主
が
責
任
を

　
も
っ
て
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

〇
鑑
札
と
注
射
済
票
を
首
輪
に
つ
け

　
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、犬
は
原
則
、

　
つ
な
い
で
飼
う
こ
と
が
県
の
条
例

　
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も

　
逃
げ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
事
故
な

　
ど
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
迷

　
子
札
を
つ
け
て
お
く
と
、
飼
い
主

　
が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
（
内
線

　
２
２
０
１
）

狂犬病予防注射の日程

犬

・
猫
の
休
日
譲
渡
会
を
開
催

し
ま
す

　
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
は
、
新

し
い
飼
い
主
を
探
す
犬
・
猫
の
譲

渡
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
飼
育
を
希
望
す
る
人
に
お
譲
り

し
ま
す
。

＊
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
を
、
譲
渡

　
す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
期
日　
４
月
12
日
、５
月
10
日
、

　
６
月
７
日
、
７
月
12
日
、
８
月

　
２
日
、９
月
13
日
、10
月
11
日
、

　
11
月
８
日
、
12
月
13
日
、
令
和

　

３
年
１
月
17
日
、
２
月
14
日
、

　
３
月
７
日

＊
す
べ
て
日
曜
日
の
開
催

＊
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
の
で
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

　
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
時
間　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

＊
開
催
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ

　
で
も
来
場
で
き
ま
す
。

■
会
場　
長
野
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
長
野
保
健
所
）
地
下
犬
舎

■
内
容　
保
護
さ
れ
て
い
る
成
犬
、

　
猫
の
見
学
・
譲
渡

■
問
い
合
わ
せ
先　
長
野
県
長
野

　

保
健
福
祉
事
務
所 

食
品
・
生

　
活
衛
生
課
（
℡
０
２
６

－

２
２

　
５

－

９
０
６
５
）

■
補
助
率　
５
分
の
４
（
限
度
額
１

　
０
０
万
円
）

＊
補
助
対
象
に
な
る
工
事
に
は
、
一

　
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

非
木
造
住
宅

●
耐
震
診
断

■
対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

　
に
着
工
し
た
非
木
造
住
宅

■
補
助
率　
３
分
の
２
（
限
度
額
８

　
万
９
０
０
０
円
）

〇
既
存
住
宅
を
耐
震
改
修
し
た
場
合
、

　
一
定
の
要
件
に
よ
り
所
得
税
額
と

　
固
定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
措

　
置
が
あ
り
ま
す
。
所
得
税
の
特
別

　
控
除
は
、
上
田
税
務
署
（
℡
０
２

　

６
８

－

２
２

－

１
２
３
４
）
に
、

　

固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置
は
、

　
税
務
課
（
内
線
１
１
３
１
）
に
問

　
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他
、
特
定
既
存
耐
震
不
適
格

　
建
築
物
の
診
断
に
対
す
る
補
助
も

　
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合

　
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
（
内
線

　
３
２
１
２
）

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

　
地
震
災
害
か
ら
皆
さ
ん
の
生
命
を

守
る
た
め
、
住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐

震
改
修
の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅

●
耐
震
診
断

　
診
断
を
希
望
し
た
お
宅
に
市
が
長

野
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
登
録
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
診
断
士
を
派
遣
し

て
診
断
を
行
な
い
ま
す
。

■
対
象　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
住

　
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

　
し
た
木
造
住
宅

○
一
戸
建
て
の
個
人
所
有
の
住
宅　

＊
店
舗
な
ど
の
部
分
が
延
べ
面
積
の

　
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅
も
含

　
む

○
２
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
軸
組

　
工
法
の
住
宅

■
診
断
料　
無
料

●
耐
震
補
強　

■
対
象　
市
が
耐
震
診
断
士
を
派
遣

　
し
て
実
施
し
た
耐
震
診
断
の
結
果
、

　
耐
震
性
の
低
い
住
宅
に
対
し
て
耐

　
震
性
を
向
上
さ
せ
る
工
事
を
行
な

　
う
木
造
住
宅

新型コロナウイルス感染症などの影響で、 市報に掲載しているイベントや講座などの

開催内容が中止 ・ 変更になる場合があります。

最新の情報は、 直接問い合わせるか市ホームページ 「新型コロナウイルス関連情報」

をご確認ください。

！
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道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

地
震
で
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
道
路
に
面
し
た
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去
や
除
去
後
引

き
続
き
生
垣
や
軽
量
の
フ
ェ
ン
ス
な

ど
を
設
置
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
物　
国
道
、
県
道
や
市

が
管
理
す
る
道
路
に
面
し
て
い
て
、

道
路
面
か
ら
の
高
さ
が
50
㌢
㍍
を

超
え
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
組
積
造
の

塀
で
、
こ
れ
か
ら
申
請
を
し
て
工

事
を
行
な
う
も
の

■
補
助
対
象
工
事

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去（
基
礎

も
除
去
す
る
も
の
）

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去（
基
礎

を
残
す
も
の
）

③
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
去
後
引
き

続
き
新
た
な
塀
な
ど
の
設
置（
フ

ェ
ン
ス
、生
垣
な
ど
）

＊
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額

①
除
去
費（
基
礎
共
）と
塀
の
延
長

×
1
万
５
０
０
０
円
を
比
較
し
、

低
い
金
額
の
２
分
の
1（
限
度
額

10
万
円
）

②
除
去
費（
基
礎
残
し
）と
塀
の
延

長
×
８
０
０
０
円
を
比
較
し
、
低

い
金
額
の
２
分
の
1（
限
度
額

６
万
円
）

③
除
去
後
の
新
た
な
塀
な
ど
の
設
置

費
と
塀
の
延
長
×
1
万
円
を
比
較

し
、
低
い
金
額
の
３
分
の
1（
限

度
額
５
万
円
）

■
申
請

・
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課

（
内
線
３
２
１
２
）

会
計
年
度
任
用
職
員
（
保
健
師
）
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
保
健
師
の
資
格
を
有

　

し
、
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

■
業
務
内
容　
特
定
健
診
・
特
定
保

　
健
指
導
、
生
活
習
慣
病
重
症
化
予

　
防

■
勤
務
場
所　
健
康
推
進
課

■
勤
務
期
間　
５
月
１
日
～
令
和
３

　
年
３
月
31
日

■
勤
務
日
数　
18
日
／
月

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時

■
報
酬　
時
給
１
２
８
２
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

　
入
の
う
え
、
保
健
師
免
許
証
の
写

　
し
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
縮
小
）
を
添

　
付
し
、
４
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

　
健
康
推
進
課
に
持
参
す
る
か
、
郵

　
送
（
当
日
消
印
有
効
）
し
て
く
だ

　
さ
い
。

■
面
接
試
験　
４
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送

・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推

　

進
課
（
〒
３
８
７

－

8
5
1
1

　

千
曲
市
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、

　
内
線
２
１
０
１
）

会
計
年
度
任
用
職
員
（
代
替
給
食
補
佐
員
）
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
に
在
住
の
人

■
業
務
内
容　
給
食
調
理
補
佐
業
務

■
勤
務
場
所　
第
２
学
校
給
食
セ
ン

　
タ
ー

■
勤
務
期
間　
５
月
１
日
～
令
和
３

　
年
３
月
31
日

■
勤
務
日
数　
14
日
以
内
／
月
（
勤

　
務
可
能
な
日
）

＊
調
理
員
・
給
食
補
佐
員
が
休
暇
の

　
際
の
勤
務
に
な
る
た
め
、
月
に
よ

　
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
０
時
30
分
ま
た
は
午
後
３
時

　
30
分
ま
で

■
報
酬　
時
給
８
９
７
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

　
入
の
う
え
、
４
月
15
日
（
水
）
ま

　
で
に
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

　
持
参
す
る
か
、郵
送
（
当
日
必
着
）

　
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
４
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送

・
問
い
合
わ
せ
先　
第
２
学

　
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
８
９

－
　

０
８
１
３　
千
曲
市
大
字
若
宮
６

　
４
０
番
地
、
℡
０
２
６

－

２
７
５

　

－

０
３
６
５
）

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
公
共
交
通
の
利
用
促
進
や
許
認
可
、

公
共
交
通
関
連
施
策
な
ど
の
審
議
を

行
な
う
千
曲
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民

■
任
期　
任
命
の
日
～
令
和
４
年
３

　
月
31
日

■
応
募
方
法　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙

　
（
任
意
様
式
）
に
、
住
所
、
氏
名

　
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、

　
性
別
、
主
な
職
歴
、
応
募
理
由
を

　
書
き
「
千
曲
市
の
公
共
交
通
」
を

　
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の

　
作
文
を
添
え
て
、
生
活
安
全
課
に

　
持
参
す
る
か
郵
送
（
当
日
消
印
有

　
効
）
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

　
メ
ー
ル
（seikan@

city.chiku

　

m
a.lg.jp

）
で
応
募
し
て
く
だ
さ

　
い
。

■
選
考
方
法　
書
類
選
考

■
応
募
期
限　
４
月
24
日
（
金
）

■
郵
送

・
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
安

　

全
課
（
〒
３
８
７

－

8
5
1
1

　

千
曲
市
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、

　
内
線
２
２
５
１
、
FAX
０
２
６

－

２

　
７
３

－

１
９
２
４
）

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

●
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

・
Ⅱ

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

■
期
日

・
会
場

　
４
月
25
日（
土
）・
更
埴
消
防
署

　
６
月
26
日（
金
）・
坂
城
消
防
署

　
８
月
１
日（
土
）・
更
埴
消
防
署

　
９
月
５
日（
土
）・
坂
城
消
防
署

　
10
月
６
日（
火
）・
戸
倉
上
山
田

消
防
署 

　
11
月
６
日（
金
）・
更
埴
消
防
署

　
12
月
５
日（
土
）・
坂
城
消
防
署

令
和
３
年

　
１
月
14
日（
木
）・
坂
城
消
防
署

　
２
月
10
日（
水
）・
戸
倉
上
山
田

消
防
署

　
３
月
６
日（
土
）・
更
埴
消
防
署

■
時
間　
講
習
Ⅰ
は
、
午
前
8
時
30

分
～
11
時
30
分
。
講
習
Ⅱ
は
、
午

前
8
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
。

●
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

　
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対
す
る

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

な
ど
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　
5
月
22
日（
金
）午
前
9

時
～
正
午

■
会
場　
戸
倉
上
山
田
消
防
署

●
上
級
救
命
講
習

　
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
外
傷
の
手
当
て
な
ど
を
学
び
ま

す
。

■
日
時　
7
月
23
日（
木
・
祝
）午

前
8
時
～
午
後
5
時

■
会
場　
戸
倉
上
山
田
消
防
署

●
応
急
手
当
普
及
員
講
習
Ⅰ

　
救
命
に
必
要
な
知
識
、
実
技
、
指

導
要
領
な
ど
を
学
び
ま
す
。

■

期

間　
令
和
３
年
1
月
15
日

（
金
）、
22
日（
金
）、
29
日（
金
）の

3
日
間

■
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
30
分

■
会
場　
戸
倉
上
山
田
消
防
署

＊
テ
キ
ス
ト
代
３
４
０
０
円（
税
抜

き
）が
必
要
で
す
。

●
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習

応
急
手
当
普
及
員
講
習
Ⅰ
を
修
了

し
た
人
が
対
象
で
す
。

■
日
時　
8
月
７
日（
金
）、
12
月
12

日（
土
）午
前
9
時
～
正
午

■
会
場　
戸
倉
上
山
田
消
防
署

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
千
曲

坂
城
消
防
本
部
・
戸
倉
上
山
田

消
防
署（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

０
１
１
９
）

新型コロナウイルス感染症などの影響で、 市報に掲載しているイベントや講座などの

開催内容が中止 ・ 変更になる場合があります。

最新の情報は、 直接問い合わせるか市ホームページ 「新型コロナウイルス関連情報」

をご確認ください。
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